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縄文人の暮らしは狩猟・漁撈・採取



縄文人の暮らしは狩猟・漁撈・採取

しかし、

農耕もやっていたはずである！



縄文集落

・竪穴住居・・・数十センチ掘り下げた床面、中央に炉がある

・植樹人工林・・クルミ、クリ、トチノミなどの堅果類

・貯蔵穴・・・・堅果類を貯蔵、多い所では２００以上

・貝塚・・・・・多くの魚介類、人骨、骨角器、各種道具

・落とし穴・・・イノシシやシカやタヌキなどの捕獲 集落内

・混作農耕・・・アズキ、ボウ類、ヒョウタン、コメ、（ニワトコなど）



生業の基本

・狩猟・・・イノシシ、シカ、クマ、キツネ、タヌキなど

・漁撈・・・海や河川や湖沼に棲む魚介類、外洋魚・クジラなど

・採取・・・季節ごとの植物を採取、サルナシ、ニワトコなど

・農耕・・・アズキ栽培は１万年以上前から開始、刃部磨製石斧

プレスリリース：(研究成果) アズキの栽培化が日本で始まったことをゲノム解析で明らかに
国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構
情報公開日:2025年5月30日



・磨製石斧は焼畑農耕において、樹木伐採には欠かせない

重要な道具である。またドングリなどの木々を植える時も、

原始林の伐採をしてからの作業となる。縄文時代には、こ

うした原始農耕が営まれていたようだ。このスタイルの農

耕であれば石斧一本あれば事足りる。他の農耕具を必要と

しないのだ。縄文遺跡から農具が出土しないからと言って、

縄文時代には農耕が無かったと判断するのは短絡的すぎる

のである。

『古代文明と縄文人 復刻版』P214



・さて、縄文時代にも稲作があったのだが、それは小規模な

焼畑農耕であり、しかも他の作物との混作であったようだ。

このようなイネを混作する縄文農耕スタイルは、今でもカリ

マンタンに残されている。ケニヤ族の焼畑農地では、米はバ

ナナやサトウキビなどと一緒に栽培されているのだ。それに

対して、水田を造るとなると大切なドングリ林を大規模に伐

採しなければならない。当然のように激しい抵抗があったで

あろう。だからこそ、日本国内の水田集落にも環濠（環壕）

が必要だったのであり、反対勢力から集落を守っていたのだ。

『古代文明と縄文人 復刻版』P215



解析に使用した栽培アズキ(栽培)およびヤブツルアズキ(野生)の採取地



ゲノム解析結果から推察される、ヤブツルアズキおよび栽培アズキの伝播経路・成立過程

（農研機構）
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・混作農耕・・・アズキ、ゴボウ類、ヒョウタン、コメ、（ニワトコ）

・植樹人工林・・クルミ、クリ、トチノミなどの堅果類

⇩

これらは自生植物の採取ではなく、原始農耕の産物

原始農耕は刃部磨製石斧さえあれば出来る

カリマンタンでは現在も原始混作農耕をやっている



縄文集落の本当の暮らし

狩猟・漁撈・採取・農耕

集落内で自給自足が完結 ⇒ 資源争奪戦争が起きない

人口が増えると集落を増やし、人口減で集落も減らす
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レバント

マユグロアホウドリ

ワタリガラス



竪穴住居 磨製石器 細石器

土器 貝塚 農耕 灌漑など

これらを世界に広めたのは

縄文人
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